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リンドウ サイヨウシャジン 

ママコナ 

ヤマシャクヤク ヒヨドリバナ（蝶はアサギマダラ） イワカガミ 



 

大分中部流域の概要 

 

自然的・社会経済的背景 

 

１ 位置及び面積 
   大分中部流域は、大分県の中部に位置し、大分市、臼杵市、津久見市、由布市、竹田市、豊後

大野市の６市からなる面積 227,307a で、大分県総面積 634,071ha の 36％を占めています。その

うち森林面積は 150,448ha で、流域総面積の 66％を占めています。 
 

２ 地勢 
本流域の北部には豊後富士と呼ばれる由布岳

(1,583m)がそびえており、湯布院盆地、くじゅう

山系北部を源とする大分川が、庄内谷を東に流

れ、芹川、七瀬川と合流しつつ大分市を経て別府

湾に注いでいます。 

 

西部には、九州本土最高峰の中岳(1,791m)、久

住山(1,787m)、大船山(1,786m)、黒岳(1,756m)、 

星生山(1,764m)、三俣山(1,745m)等のくじゅう山

系がそびえ、南部には祖母山(1,756m)、古祖母山

(1,633m)、本谷山(1,643m)、傾山(1,602m)等の祖

母傾山系が東西に横たわっています。くじゅう山

系及び祖母傾山系に源を発する大野川は、奥岳

川、緒方川、玉来川、稲葉川、垣河内川等の多く

の支流を合流しつつ、本流域の中央を貫流し、大

分市を経て別府湾に注いでいます。 
 

３ 人口                 
   人口は 612 千人で、大分県全体の 55％を占めています。 

   就業人口は 296 千人で、産業別内訳は第一次産業が 15 千人で 5％、第二次産業が 62 千人で

21％、第三次産業が 204 千人で 69％となっています。第一次産業の内訳は、農業が 13,468 人、

林業が 492 人、水産業が 870 人となっています。（令和 2年度大分県林業統計より） 
 

４ 交通網 
   交通網は、大分市を中心に鉄道・道路・航路が

整備されています。ＪＲ日豊本線、久大本線、豊肥

本線がそれぞれ北九州、宮崎、久留米、熊本とつな

がり、幹線道路が国道 10 号線のほか、57 号、197

号、210 号、217 号、326 号、442 号線が各主要地域

を結んでいます。更に、大分～鳥栖間に大分自動車

道、大分～佐伯～宮崎間に東九州自動車道がつな

がっています。 

 

３  
傾山（滞迫奥岳国有林） 

中岳（左）と久住山（右） 

由布岳 



 

 

 国有林の概況 

 
面積 国有林の面積は 15,519ha で、流域の森林面積の 10％を占めています。そのうち人工林面積は

6,023ha（人工林率 42％）、天然林面積は 8,374ha です。人工林の林齢別面積は下表のとおりで、41
年生以上の伐期を迎えた林分が 80％を占めています。 

 

樹種  主な樹種は、人工林はスギ、ヒノキで、天然林は 
モミ、ツガ、アカマツ、ブナ、ケヤキ、ミズメ、 
ミズナラ、カエデ、カシ類、シイ類、タブノキです。 

 
蓄積  立木の蓄積(体積)の概数は、人工林が 198 万 m3 

(１ha 当たり 328m3)、天然林が 164 万 m3(１ha 当た 
り 196m3)、合わせて 362 万 m3(１ha 当たり 251m3)         
です。 

 
制限林  制限林（法律等により伐採等が制限されている 

森林）が 92％で、普通林（制限されていない森林）が 
8％です。制限林は保安林が 14 千 ha で、そのうち 89％ 
は水源涵養保安林です。 

また、くじゅう連山及び由布岳（一部）は阿蘇くじゅう国立公園に指定され、祖母山か 
ら傾山にかけては祖母傾国定公園に指定されるとともに祖母山・傾山・大崩山森林生態系 
保護地域(注１)に指定されていて、保安林と重複して制限されています。 

公有林野等官行造林地 上記のほかに公有林野等官行造林地(注２)が 1,377ha あり、スギ、 
ヒノキなどの人工林となっていて、立木蓄積が概数で 50 万 m3（１ha 当た 
り 340m3）あります。 

 
   (注１)  森林生態系保護地域は、保護林（貴重な森林を保護するために設定された区域）のひとつで、 

原生的な天然林を保存することにより、森林生態系からなる自然環境の維持、動植物の保護、 
遺伝資源の保存、学術研究等に資することを目的として、日本の主要な森林帯を代表する原生 
的天然林が 1,000ha 以上ある区域などが指定されています。 

(注２)  公有林野等官行造林地は、市町村所有や共同利用等の林地に、契約によって国が造林していると 
ころです。伐採時に販売代金を割合に応じて分収します。なお、この制度を定めた法律は昭和 36 
年に廃止され、それ以前に契約したところが現存しています。 
                   ４ 

列状間伐後のヒノキ人工林 

黒岳国有林の巨木 



 

 

 森林管理署の取組 

 
本流域の国有林は、大分森林管理署が管理経営しています。流域内を竹田、白山、臼杵、野津、    

久住、湯布院の担当区に区分して、竹田、臼杵、久住に森林事務所を設置し、竹田に地域統括森林 
官を、臼杵と久住に首席森林官を配置しています。森林官は、地域の方々からの問い合わせなどの 
対応や、国有林の管理経営に関する現場業務を担っています。 

       農林水産省 ― 林野庁 ― 九州森林管理局 ― 大分森林管理署 ― 森林事務所 
 

１ 公益重視の管理経営の一層の推進 
   国有林の管理経営に当たっては、公益重視の管理経営を一層推進することとし、個々の国有林を

重視すべき機能に応じて、｢山地災害防止タイプ｣、｢自然維持タイプ｣、｢森林空間利用タイプ｣、｢快

適環境形成タイプ｣、｢水原涵養タイプ」に区分し、公益林として適切な施業を推進することとして

います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
● 山地災害防止タイプ（1,555ha） 

     災害に強い国土基盤を形成する観点から、山地災害防止及び土壌保全機能の発揮を第一とする

森林です。 

● 自然維持タイプ（3,763ha） 

生態系としての森林の重要性を踏まえた観点から、原生的な森林生態系や希少な生物の成育・

生息する森林など属地的な生物多様性保全機能の発揮を第一とする森林です。 

● 森林空間利用タイプ（1,685ha） 

国民に憩いと学びの場を提供したり、豊かな自然景観や歴史的風致を構成する観点から、保健、

レクリエーション、文化機能の発揮を第一とする森林です。 

● 快適環境形成タイプ 
騒音、粉塵等から地域の快適な生活環境を保全 

する観点から、快適環境形成機能の発揮を第一と 
する森林です。（本流域内は該当なし） 

● 水源涵養タイプ（8,517ha） 

良質な水の安定供給を確保する観点から、水源 
涵養機能の発揮を第一とする森林です。 
                     ５ 

黒岳の名水の滝（黒岳国有林に隣接） 

森林空間利用タイプ（久住山国有林） 



２ 森林・林業の再生に向けた貢献 
県、市町村等との連携し、森林・林業の再生に

貢献していくため、大分森林管理署の組織・技術

力・資源を活用し、民有林の経営に対する支援等

を積極的に取り組むこととしています。 
具体的には、低コストで効率的な作業システム

の普及や技術向上のための検討会を、県、市町村、 
森林組合、林業事業体等参加の下に開催していま

す。 
また、地域における施業集約化の取組を支援 

するため、民有林と連携することで事業の効率化

や低コスト化が図られる区域については、協定を 
締結して森林共同施業団地を設定し、民有林と連 
携した路網の整備と相互利用の推進、計画的な間 
伐等の実施などに取り組んでいます。民有林も含

めた間伐の推進に寄与できるようにするため、各 
種の間伐方法が比較検討できる間伐展示林を設

定し、民有林関係者の研修の場等として提供もし

ています。更には、市町村の森林・林業行政の支

援ができるようにするため、森林総合監理士（フ

ォレスター）等の育成も行っています。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

６ 

高性能林業機械を導入した森林整備の推進 

「おおいた林業アカデミー」への現地研修 

市町村による森林経営管理事業（間伐）の現地検討会を実施 フォレスター等による市町村森林整備計画策定の支援 



３ 国民の森林（もり）としての管理経営 
国民共通の財産である国有林を「国民の森林」と位置

づけ、国民に開かれた管理経営を推進することとしてい

ます。 
具体的には、森林・林業に関する情報提供や普及に努め

るとともに、地域管理経営計画策定時等に国民の皆様の

意見を伺っています。また、多様で豊かな自然環境等を活

用しつつ、森林環境教育の推進、森林とのふれあいの場の

提供、国民参加の森林づくり等の要請にお応えするよう

にしています。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
４ 地球温暖化防止対策の推進 

    地球温暖化は、温室効果ガスが原因で、その中でも二酸化炭素の増加が大きな原因であると言わ 
れています。森林は、空気中の二酸化炭素を吸収し、炭素として体の中に貯えることから、地球温 
暖化の防止に役立ちます。このため、二酸化炭素の吸収・固定に貢献する健全な森林の整備・保全 
や、木材利用等の推進に率先して取り組むこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

「多様な活動の森」協定を締結 

活動場所（茅野国有林 1030 ほ林小班ほか） 針広混交林（三本巣植え）造成で災害に強い森林を育成 

森林整備による間伐木をトラックにより市場へ搬出 森林整備事業（間伐）を実施した林分 

【由布市湯布院町：蛇越岳国有林】 



５ 生物多様性の保全 
国有林は主に脊梁山地にあり、生物多様性の保全

を図る上で重要な位置を占めていることから、生物

多様性保全の役割も十分果たせるよう、森林の健全

性を維持・確保していくこととしています。具体的

には、原生的な森林生態系や希少な野生生物が成育

・生息する森林については保護林に指定し、モリタ

リング調査等を行い、適切な保全・管理を推進して

います。また、シカが農林業や生態系に多大な被害

を与えているため、関係行政機関等と連携しつつ、

捕獲による個体数調整や共存に向けた森林の整備を

推進しています。 
 

６ 地域の安全・安心の確保 
自然災害によって発生した土砂の流出・崩壊などの復旧やその予防のため、治山ダム設置など

の治山工事を行い、山地災害から生命・財産を守る取組を行っています。実施にあたっては、民

有林の治山工事と連携するとより効果が発揮される地域については、民有林の治山工事を担当し

ている大分県と連携して事業を実施しています。 
なお、治山事業の詳細は、当署のホームページの「治山事業の概要」に掲載しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

由布岳の治山工事の遠景  由布岳の北側斜面では、山頂付近から山腹にかけて約３０ha に及

ぶ大規模な崩壊地があることから、大正４年から治山工事を実施しています。国有林の下方の民

有林まで土砂が流出していることから、大分県と連携して事業を実施しています。 

 
８ 

傾山の森林生態系保護地域(保護林) 



大 分 市 
 

大分市の国有林 

大分市内の国有林は 559ha で、公有林野等官行造林地が 63ha です（合計 622ha）。国有林の機能類

型別区分割合は、山地災害防止タイプ 5％、水源涵養タイプ 95％です。この国有林と官行造林地を臼

杵森林事務所が担当しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
森林管理署の取組 

 
大分森林管理署本庁舎は、大分市王子北町にあります。御座ヶ岳の近くの国有林では、森林整

備（保育間伐（活用型））を実施し市場へ木材供給を行いました。また、林地保全の観点から作

業路の幅員を３ｍとし、災害発生のリスク低減に努めています。 
また、九六位山の国有林では、道路沿いに不法投棄物があったことから、ボランティアと一緒

にクリーン活動（不法投棄物の回収作業）を実施しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

９ 

森林整備後の搬出路 クリーン活動 

大分森林管理署庁舎 



由 布 市 
 

由布市の国有林 

由布市内の国有林は 2,271ha で、公有林野等官行造

林地が 385ha です（合計 2,656ha）。 
国有林の機能類型別区分割合は、山地災害防止タイ

プ 23％、自然維持タイプ 1％、森林空間利用タイプ 23
％、水源涵養タイプ 52％です。 
この国有林と官行造林地を久住森林事務所が担当し

ています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

森林管理署の取組 
 

由布岳の国有林は、｢由布鶴見岳自然休養林｣に指定されていて、登山などの森林レクリエー

ションの場として多くの人に利用されています。大規模な崩壊地がある北側斜面では、下流域

を災害から守るため大正４年から治山工事を行っています。 
由布山国有林では、シカの食害により裸地化した林床の植生を回復させるための柵を設置し

て、植生を回復させる取組を行っています。 
星岳の国有林では、民有林の間伐の推進にも寄与できるようにするため、流域林業活性化セン

ターと連携して｢間伐展示林｣を設定し、民有林関係者の研修の場として提供しています。 
大分県の林業の担い手確保・育成のため、由布市にある「おおいた林業アカデミー」研修所に

おいて、毎年職員を派遣し、国有林野事業の紹介等の座学と保育間伐請負事業箇所において現

地実習を実施しています。また、その運営団体等と協定を締結し、保育間伐等の実習フィールド

として、蛇越岳国有林を無償提供しています。 
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植生回復柵の設置 由布岳北側崩壊地治山工事箇所 おおいた林業アカデミーでの講義の様子 

正面登山道から由布岳を望む 



臼 杵 市 
 

臼杵市の国有林 

臼杵市内の国有林は 1,475ha で、公有林野等官行造林地が

60ha です（合計 1,535ha）。 
国有林の機能類型別区分割合は、山地災害防止タイプ 10

％、自然維持タイプ 1％、森林空間利用タイプ 1％、水源涵養

タイプ 88％です。この国有林と官行造林地を臼杵森林事務所

が担当しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

森林管理署の取組 
 

鎮南山(536m)は、登山ルートから臼杵市内や臼杵湾を展望できることから、臼杵市民に親し

まれ、多くの登山者が訪れます。登山ルートには植山国有林があり、「森林空間利用タイプ」

又は「山地災害防止タイプ」に区分して管理しています。 
野津ダムの上流部に位置する冠岳の国有林は、市民生活に欠かせない水瓶の源流部となって

いることから、「水源涵養タイプ」又は「山地災害防止タイプ」に区分して長伐期施業を行っ

ています。 
臼杵市内の国有林の 70％は人工林で、その大部分は 26～60 年生であるため、列状間伐・路

網・高性能林業機械を組合せ、低コストで効率的な作業システムによる間伐を推進しています。 
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植山国有林からの臼杵市内の展望 

列状間伐後 
高性能林業機械による間伐作業 

分収造林地の森林環境教育の活動が評価され国

土緑化機構理事長賞受賞（西臼杵中学校） 

 



豊後大野市 
 

豊後大野市の国有林 

豊後大野市内の国有林は 6,543ha で、公有林野等官

行造林地が 677ha です（合計 7,220ha）。 
国有林の機能類型別区分割合は、山地災害防止タイ

プ 10％、自然維持タイプ 35％、森林空間利用タイプ

1％、水源涵養タイプ 55％です。 
この国有林と官行造林地を竹田と臼杵の森林事務

所が担当しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
森林管理署の取組 

 

祖母・傾山系の稜線付近は、原生的な天然林であることから、森林生態系からなる自然環境の

維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、学術研究等に資することを目的として、保護林の一つで

ある「森林生態系保護地域」に指定し、その保存を行っています。その地域内である傾山の稜線

でも、シカの食害によって下層植生がほぼ無くなるほどの被害や上層木の剥皮被害が発生してい

ることから、下層植生の回復とブナなどの上層木の保護のため、獣害防止ネットを設置するとと

もに、ワナを利用した個体数調整にも取り組んでいます。 
祖母山への登山コースである尾平登山道沿いは、九州では数少ない典型的な垂直分布が見られ、

その中には、「森林浴の森百選」や「豊の国名水１５選」にも選ばれている川上渓谷があり、原

生林を縫うように流れる清流沿いで森林浴を楽しむことができます。 
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尾平から望む祖母山 

川上渓谷 
傾山から笠松山、本谷山、祖母山の展望 山稜線の獣害防止ネット設置箇所 



竹 田 市 
 

竹田市の国有林 

竹田市内の国有林は 4,672ha で、公有林野等官行造林

地が 192ha です（合計 4,864ha）。国有林の機能類型別

区分割合は、山地災害防止タイプ 4％、自然維持タイプ

31％、森林空間利用タイプ 25％、水源涵養タイプ 40％
です。この国有林と官行造林地を竹田と久住の森林事務

所が担当しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
森林管理署の取組 

 

竹田市内の国有林には、阿蘇くじゅう国立公園に指定されている九州本土最高峰の中岳や主峰

の久住山などが連なる「くじゅう連山」があり、また、祖母傾国定公園に指定されている祖母山

もあり、雄大な景観やミヤマキリシマなどの高山植物に惹かれ、大変多くの登山者が訪れます。

登山者の中には登山道以外へ立ち入る人もいて、高山植物の踏み荒らし跡があることから、森林

保護員を雇用してパトロールを行い、登山者への登山ルール・マナーの呼びかけや、登山道沿い

に立入規制のロープ柵設置なども行っています。 
また、竹田市内の国有林では、シカによる食害・剥皮害が多発していることから、シカの個体

数を適正頭数に調整するため、くくり罠による捕獲にも取り組んでいます。 
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久住山のミヤマキリシマ 

登山道沿いにロープ柵設置 ＩＣＴを活用したシカ捕獲システム 久住中岳より御池を望む 



 大分中部流域の国有林のデータ 
 

１ 計画事業量（令和 4 年～令和 8 年度までの 5 年間分） 

 
伐  採 

 

区  分 主  伐 間  伐 計 

数 量 (㎥) 

(ha) 

77,101 

 

187,085 

 (1,815) 

264,186 

 
 

更  新 
区  分 人工造林    天然更新  計 

数 量 (ha)    123      19    142 
 

保  育 
区 分 下刈 つる切 除伐 枝打 計 

数量 (ha) 375 103 110  588 
 

林  道 

（林業専用道 

を含む） 

区  分 

 

開   設 改   良 

路線数 延 長(m) 路線数 延 長(m) 

数  量 6 3,800 19 9,500 
 

治  山 
区  分     保安林整備 (ha)    保 全 施 設 (箇所) 

数  量 455 150 

 

２ 自然公園 
 

 種 類   区  分 面 積(ha)   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

国立公園 
(阿蘇くじ

ゅう) 

特別保護地区 771 

第一種特別地域 1,290 

第二種特別地域 478 

第三種特別地域 658 

普通地区       82 

   計 3,443 

国定公園 
(祖母傾) 
(日豊海岸) 

特別保護地区    579 

第一種特別地域  528 

第二種特別地域 72 

第三種特別地域 4,385 

   計 5,576 

県立公園 
(祖母傾) 

普通地域 1,791 

   計 1,791 

     合  計 10,810 
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祖母山（祖母傾国定公園） 

中岳からの展望（阿蘇くじゅう国立公園） 



３ 森林レクリエーションの森 
 

 種 類  名 称  面 積(ha)   位  置      特      徴 

自然休養林 

 

 

 

 

由布鶴見岳 

 

 

 

 

136 

 

 

 

 

由布岳 

(北斜面を除く) 
 

 

 由布岳は豊後富士とも呼ばれ、展望がすばら

しく、ミヤマキリシマや広葉樹林の新緑・紅葉

など四季折々の変化に富む自然景観の特色を備

えており、登山、ハイキング、自然探勝などに

利用されています。 

     

４ 保護林 
 

 種 類   名 称  面積(ha)   位  置       特 徴 等 

森林生態系

保護地域 

 

 

 

 

 

 

 

祖母山・傾山

・大崩山周辺 

 

 

 

 

 

 

 

2,321 

 

 

 

 

 

 

 

 

祖母山から傾山

までの稜線付近 

 

 

 

 

 

 

 標高1,000m以上の山地帯には、太平洋岸気候

の冷温帯湿潤気候の極相であるブナ林がみられ

、標高700～1,000m付近にはアカガシ、ウラジ

ロガシ等の常緑広葉樹林がみられます。 

 原生的な天然林を保存することにより、自然

環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、

学術研究などに役立てるとともに、これらの森

林を後世に引き継ぐこととしています。 

希少個体群

保護林 

 

 

 

 

 

 

坊ガヅルサワ

グルミ等遺伝

資源 

 

   8 

 

暮雨の滝の隣接

地 

 サワグルミ、ミズメ、ハリギリを主とする落

葉広葉樹天然林で、これらの遺伝資源を保存し

ます。 

黒岳ミズメ等

遺伝資源 

 

 

11 

 

 

黒岳の南東斜面 

 

 ミズメ、ブナ、イタヤカエデ等を主とする落

葉広葉樹天然林で、これらの遺伝資源を保存し

ます。 

大石樫山アカ

ガシ等 

 

 

 

 

   18 

 

 

 

 

倉木山の北東斜

面 

 

 

 

 常緑広葉樹林帯の上限付近に成立する大分県

のミヤマシキミ－アカガシ群集と、それより下

部に成立するウラジロガシ－サカキ群集などで

構成される常緑広葉樹天然林です。豊後大野市

の天然記念物に指定されています。 
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祖母山の花々 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

局・署・森林事務所の所在地等 

名  称 所 在 地 電話番号等 

九州森林管理局 

〒860-0081 
熊本市西区京町本丁２番７

号 

電話 096－328－3500 

FAX 096－355－3891 

大分森林管理署 

〒870-0005 
大分市王子北町3-46 

電話 097－532－9281 

FAX 097－532－2357 

竹田森林事務所 
〒878-0011 
竹田市大字会々字七里2049 

電話 0974 – 63 – 3120 
FAX 同上 

臼杵森林事務所 
〒875-0052 
臼杵市大字市浜370-12 

電話 0972 – 62 - 2772 
FAX 同上 

久住森林事務所 
〒878-0201 
竹田市久住町大字久住6435-2 

電話 0974 – 76 – 0035 
FAX 同上 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
                          
 
 

                          

ツクシシャクナゲ 
ツクシアケボノツツジと祖母山 

キレンゲショウマ ウバタケニンジン 

オオヤマレンゲ 

タマガワホトトギス トサノミツバツツジ 


